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一■一広報 

③こしかわら 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑥文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

・‘ わた＜レたちの先人は、不溌不屈の五所川原 
：、魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
】・開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
'： 上げました。 
,． わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
'：い視野に立って西北津軽の人マと協調
コ し、郷土の限りない発展を願って、こ

二,こに市民憲章を定めます。 1
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昭和63年 
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市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

,
 

毎

号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

き
っ

と
お
役
に
立
ちま
す

。
 

 ・
 

電
子
機
械
器
具
製
造
工
場
の
進
出
決
定
 

1
1

月
か
ら
操
業
開
始
雇
用
拡
大
の
期
待
高
ま
る
 

；
 
ー
 ，I
 

ー
，
二
二三
三

，
，
奮
』ミ
“
 

本
市
に
、
第
十
番
目
の
誘
致
 
日
、
市
長
公
室
に
お
い
て
エ
場
 

企
業
と
し
て
電
子
機
械
器
具
製
 
立
地

に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
 

造
の
株
式
会
社
ェ
ム
ス
が
立
地
 
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

す
る
こ
と
に
な
り
八
月
ニ
十
三
 

調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
森

田
市
長
、
吉
岡
助
役
、
 山
田
収

入
役
ら
が
、
会
社
側
か
ら
古
川
 

岩
雄
代
表
取
締
役
、
川
島
守
専
 

務
取
締
役
、
対
馬
正
製
造
部
長
 

が
出
席
し
協
定
書
の
調
印
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
「
企
業
誘
致
は

市
政
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
地

域
経
済
発
展
の
た
め
に
努
力
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
一」
 

れ
に
応
え
て
古
川
社
長
は
 
「五

所
川
原
市
（
の
進
出
は
か
ね
て

よ
り
の
念
願
で
あ
り
、
企
業
の
 
 

社
会
的
責
任
を
自
覚
し
地
元
の

期
待
に
こ
た
え
た
い
」
 
とお
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

囲
ェ
ム
ス
は
、
市
内
姥
庖
字

菖
蒲
四
番
地
の
五
に
工
場
を
新

築
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
操

業
中
の
中
里
音
響

（
中
里町
）
、
 

木
造
ォ
ー
デ
ィ
オ

（
木造
町
）
、
 

ジ
ェ
ッ
ト

（
板柳
町
）
の
各
グ

ル
ー
プ
の
本
社
機
能
を
も
つ
も

の
で
、
地
元
か
ら
百
名
（
男
子

十
名
、
女
子
九
十
名
）
を
新
規

採
用
し
、
十

一
月
一
日
か
ら
操

業
開
始
の
予
定
で
す
。
 

同
社
の
主
製
品
は
、
（
ッ
ド

ホ
ン
ス
テ
レ
ォ
、
電
話
機
、
 コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
の

製
造
で
年
商
三
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
 

な
お
、
工
場
開
設
に
伴
う
社

員
募
集
は
九
月
十
七
日

（
土）
 

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原

公
共
職
業
安
定
所

（
【＠
三

一

七

一
番
）
、市
商
工
観
光
課

（
費

国
一

一
一
一
番
）
、ま
た
は
中
里

音
響
（
。
⑨
三
七
三
五
番
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

森田市長（右）に協定書を手渡す古川岩雄代表取締役（左） 
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地域福も上の取り組みについて意見交換が
なされたシンポジウ ZA 

難
難
難
難
灘
織
灘
麟
議
 

W峯
m義
義
義
尊
喜
職
）
 

一
社
会
福
祉
の
確
立
を
 

1
」
．、
 

）響
貴
f
・f
ジ
い
い
主
離義
隷

4
 」義
（
】
導
報
延
 

社
会
福
祉
の
確
立
を
め
ざ
し
 
長
、

山
谷
紗
千
子
市
衛
生
課
主

て
ー
を
テ
ー
マ
に
第
三
十
七
回
 
任

保
健
婦
、
加
藤
清
蔵
南
郷
村

県
社
会
福
祉
大
会
が
、
八
月
十
 
社

協
常
務
理
事
が
発
言
者
と
な

一
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
五
 
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地

所
川
原
農
林
高
校
を
会
場
に
、
 

域
福
祉

・
在
宅
福
祉
の
実
態
と

県
内
か
ら
約
千
二
百
人
が
参
加
 
取

り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

研
究
部
会
は
、「子
ど
も
」
「障

初
日
は
午
後

一
時
か
ら
シ
ン
 
害
者

」
「老
人
」
「低
所
得
世
帯
」
 

ぎ

ン
ウ
ム
と
研
究
部
会
が
行
わ
 
の
四
分
野

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
ま
し
た
。
 

れ
の
諸
問
題
を
話
し
合
い
ま
し

大
会
プ
ー
マ
を
演
題
に
行
わ
 
た
。
 

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
 
最
終
日

の
十
二
日
は
、「東
日

野
堅
司
鶴
田
町
長
、
野
上
四
郎
 
流

（
つ
がる
）
と
安
東
一
族
」
 

身
障
者
療
護
施
設
内
潟
療
護
園
 

と
題
す
る
豊
島
勝
蔵
市
文
化
財
 

【
 

ミ
緑輪
難
裁鷺
轍
鷲
）
総難
 

審
議
委
貝
の
講
演
と
式
典
が
行
 
ス
事
業
を

一
層
力
強
く
推
進
し

わ
れ
ま
し
た
。
 

て
い
く
一
」
と
を
誓
った
大
会
宣

式
典
で
は
、
福
士
重
太
郎
県
 
言
を
採
択
し

て
大
会
を
終
了
し

社
会
福
祉
協
議
会
長
が
式
辞
、
 

ま
し
た
。
 

県
知
事

（
代
理
藤川
直
迫
県
出
 
五
所

川
原
市
関
係
で
表
彰
さ

納
長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
 
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

森
田
市
長
が
 
「五
所
川
原
に
お
 

（
敬
称略
）
 

い
で
の
皆
さ
ん
を
心
か
ら
歓
迎
 

〇
太
田
繁
太
郎

（
水
野
尾）
 

い
た
し
ま
す
。
本
大
会
を
契
機
 

〇
釜
庖
マ
ツ
エ
（
川
端
町
）
 

と
し
て
社
会
福
祉
の

一
層
の
充
  

〇
斎
藤
ま
り
（
長
富
）
 

実
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
  

〇
佐
藤
勝
子

（
太刀
打
）
 

願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
 

o
藤
森
長
吉
（
川
山
）
 

ま
し
た
。
 

o
秋
田
秀
夫

（川
山
）
 

ま
た
、
大
会
の
席
上
、
社
会
  

〇
岡
田
善
徳
（
桜
田
）
 

福
祉
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の
  

o
福
士
長
太
郎

（
梅田
）
 

表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に
地
域
  

〇
外
崎
正
雄
（
長
橋
）
 

福
祉
対
策

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
  

〇
奈
良
岡
陸
奥
男

（
種
井）
 

五
所
川
原
大
橋
の
早
期
完
成

な
ど
5
件
を
陳
情
 

県
議
会
土
木
公
営
企
業
委
が
 

現
地
調
査
 

八
月
八
日
か
ら
一
百
間
に
わ
 
し

ま
し
た
。
 
こ
れ
に
対
し
、
 

た
っ
て
、
県
議
会
土
木
公
営
企
 
高
橋
委

員
長
は
「
西
北
五
地
域

業
常
任
委
貝
会

（
高
橋長
次
郎
 
の
発
展

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
事

委
員
長
）
の
西
北
五
地
方
の
現
 
業
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
強
力
に

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

働
き
か
け
て
い
き
た
い
」
と
応

初
日
は
、
鯵
ケ
沢
町
や
木
造
 
え
て
い

ま
し
た
。
 

町
な
ど
の
現
地
を
視
察
後
、
市
 
一
」
の
後

一
行
は
、
旧
十
川
改

内
の
ホ
テ
ル
で
西
北
五
の
市
町
 
修
現

場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

村
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
を
受
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受賞者を什と表して藤川県出納長（右） 
, から表彰される太田繁太郎さん 

け
ま
し
た
。
 

翌
九
日
に
は
、
 

森
田
市
長
が
五

所
川
原
大
橋
の

建
設
現
場
を
案

内
し
、
本
市
の

み
な
ら
ず
西
北

地
域
に
と
っ
て

も
重
要
な
「
五

所
川
原
大
橋
の

早
期
完
成
」
 

「五
所
川
原
大

橋
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
」
 

「津
軽
自
動
車
道

の
早
期
着
工
」
 

な
ど
の
事
業
促

進
を
強
く
要
望
 

五所川原大橋の建設現場を案内する森田市長（中央） 
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員
 

、

」
「
 

』
 
行
 

‘
睡
 

を
 

断
 

診
 

康
 

『「
‘
健
 

」
 
の
 

'”
と
 

“

な
 

．
定
 

圧
 

血
 

（第670号） 

“
裸
一
 
武
賞

冊
 

市
出
稼
協
会

（
会長
・
森
田

市
長
）
の
昭
和
六
十
三
年
度
総

会
と
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

が
八
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民

館
で
会
貝
や
来
賓
な
ど
約
二
百

人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
森
田
市
長
が
「
 

厳
し
い
農
業
環
境
の
中
に
あ
っ

て
、
生
産
性
の
向
上
、
農
業
所

得
の
向
上
に
努
力
し
、
今
後
十

年
ま
で
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

郷
土
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
 
と

あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
宮
地
政

教
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署

第

一
課
長
、
三
上
繁
五
所
川
原
 
 

公
共
職
業
安
定
所
長
、
高
田
浩

稔
県
出
稼
対
策
室
長
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、
 

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
し

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

総
会
終
了
後
、
創
立
二
十
周

年
記
念
式
典
を
行
い
、
森
田
市

長
が
 
「市
と
し
て
も
地
元
で
就

労
で
き
る
場
の
確
保
の
た
め
、
 

企
業
誘
致
な
ら
び
に
地
場
産
業

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
 

し
ば
ら
く
の
間
、
安
全
で
明
る

い
出
稼
ぎ
で
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
 
と
訴え
、
協
会
の
優
 
 

良
会
貝
二
十
四
人
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
祝
宴
に
入
り
、
七
月
に

ギ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
か
ら
デ
ビ
ュ
 

ー
し
た
同
協
会
長
橋
支
部
会
員

の
石
岡
セ
ツ
さ
ん

（
芸名
・
岡

せ
つ
こ
）
が
デ
ビ
ュ
ー
曲
の
 
「
 

午
後
十
二
時
の
雨
J
F恋
路
の
女
 

（
ひ
と
）」
を歌
っ
て
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
日
は
総
会
に
先

立
っ
て
、
市
の
保
健
婦
三
人
が

出
席
者

一
人
ひ
と
り
の
尿
検
査

と
血
圧
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
 

感
謝
状
の
受
賞
者
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

▽
三
好
支
部
 

二
P
正
道
、
開

米
実
枝
、
野
呂
国
四
郎
 

▽
小
曲
支
部
 
長
沢
正
美
、
エ
 
 

藤
柾
光
 

▽
長
橋
支
部
ー
間
山
正
司
、
斎

藤
由
雄
 

▽
中
川
支
部
ー
吉
岡
留
四
郎
、
 

高
橋
逸
郎
、
石
谷

一
昭

▽
七
和
支
部
ー
大
坂
力
男
、
新

谷

一
郎
 

▽
松
島
支
部
 
清
野
敏
夫
、
工

藤
九

一
郎
、
蒔
田
正
美
、
高

橋
佐
次
兵
衛
 

▽
飯
詰
支
部
 
鳴
海
正
悦
、
岡

田
市
十
郎
 

▽
毘
沙
門
支
部
 
原
田
信
英
、
 

松
川
利
雄
 

▽
梅
沢
支
部
ー
前
田
公
範
、
竹

谷
政
美
 

▽
栄
支
部
ー
木
村

一
夫
、
藤
田

勇
勝
 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
の
三
橋
選
手
 

森
田
市
長
を
表
敬
訪
問
 

ソ
ウ
ル
五
輪
の
日
本
代
表
に
 
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激

選
ば
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
 

励
し
ま
し
た
。
 

の
三
橋
栄
三
郎
選
手
は
八
月
二
 

こ
れ
に
対
J
三
橋
選
手
は
「
 

士

二
日
、
市
役
所
を
訪
れ
森
田
 

一
一度
も
五
輪
に
出
ら
れ
る
幸
運

市
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 
に
巡
り
合
い
、
メ
ダ
ル
を
持
ち
 

同
選
手
は
市
内
湊
の
出
身
で
、
 
帰
っ
て
、
皆
さ
ん
に
お
見
せ
で

前
回
の
ロ
ス
五
輪
に
続
き
二
回
 

き
る
よ
う
に
力
い
っ
ぱ
い
頑
張

目
の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

り
ま
す
」
と
カ
強
く
健
闘
を
約
 

こ
の
日
は
午
前
九
時
か
ら
、
 

束
し
ま
し
た
。
 

母
校
栄
小
、
五
三
中
の
児
童

・
 

こ
の
後
三
橋
選
手
は
、「
コ
ミ

生
徒
の
激
励
会
に
出
席
し
た
後
、
 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
」
 
で行

森
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
も
 
わ

れ
た
励
ま
す
会
に
出
席
し
、
 

の
で
す
。
 

恩
師
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
 

森
田
市
長
は
「
五
所
川
原
か
 

員
や
栄
地
区
住
民
な
ど
約
七
十
，
 

ら
は
た
だ
一
人
の
出
場
選
手
、
 

人
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

市
民
こ
ぞ
っ
て
応
援
し
ま
す
の
 

市
出
』
勝
裂
一

n
M
 
",, 

‘■ 

優良会員を代表して森田市長（右） 
から感謝状贈呈を受ける野呂国
四郎さん（左） 

森田市長（右）から激励を受ける
三橋選手（左） 
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五
！
高
が
全
国
制
覇
 

2
1世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
 

生
き
た
英
語
を
 

米
国
の
ア
ン

ソ
ニ
ー
さ
ん
 

央
語
の
指
導
助
手
し
ー
 
て
マ
 
招
致
“
ぎ
 
に
応
じ
た
も
の
で
 

第
六
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
で
 

！り
 
、
 
ぐ
 

！
、
 
‘
コ
 
日
上
」
 

,
 
j

・
フ
 
メ
．
】
‘．
】
確

！
【
 I
 
ブ
 
！
一
、、I
 ー
 

去
る
七
月
三
十
一
日
、
岡
山

市
総
合
文
化
体
育
館
で
開
か
れ

た
「
第
十
五
回
全
日
本
高
校
少

林
寺
拳
法
大
会
」
で
、
五
所
川

原
第

一
高
等
学
校
（
佐
藤領
校

長
）
が
男
子
団
体
演
武
で
六
十

一
年
に
次
い
で
優
勝
、
女
子
が

準
優
勝
、
ま
た
、
五
所
川
原
工

業
高
等
学
校
（
黒
滝
寛
校
長
）
 

が
男
子
団
体
演
武
で
五
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
団
体
と
個
人
を
合
 
 

わ
せ
た
総
合
で
本
県
が
二
年
連

続
で
男
子
は
優
秀
県
に
、
女
子

は
準
優
秀
県
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
 

八
月
八
日
、
五
一
高
の
佐
藤

領
校
長
、
成
田
進
監
督
、
成
田

勝
美
主
将
、
五
工
高
の
黒
滝
寛

校
長
、
そ
れ
に
選
手
合
わ
せ
て

三
十
五
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

森
田
市
長
に
優
勝
を
伝
え
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

皆
さ
ん
本
当
に
 

伝
の
ん
 
お枕
で
と
う
。
 

を
高
さ

す
ば
ら
し
い
快
 

議
嚇
薮
 

瑚
繊
」弊
」
 

米
国
 

英
語
の
指
導
助
手
し
ー
 
て
マ

メ
リ
カ
合
衆
国

・
ミ
ズ
リ

ー
州

コ
ロ
ン
ビ
ア
市
か
ら
や
っ
て
き

た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
さ

ん
（
2
2）
が
八
月
二
十
日
、
佐

々
木
友
宣
五
所
川
原
高
等
学
校

長
と
と
も
に
、
あ
い
さ
つ
に
市

役
所
を
訪
れ
森
田
市
長
と
懇
談

し
ま
し
た
。
 

ア
ン
ソ
ニ
ー
さ
ん
は
、
自
治
、
 

文
部
、
外
務
の
三
省
が
昨
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
、
英
語

教
育
の
向
上
と
国
際
交
流
の
推

進
を
目
的
と
す
る
「
海
外
青
年
 

リ
カ
合
衆
国

・
ミ
ズ
リ

ー
州
 
す
。
 ア

ン
ソ
ニ
ー
さ
ん
は
、
夏
休

み
明
け
か
ら

一
年
間
の
子
定
で

五
所
川
原
高
等
学
校
で
英
語
指

導
助
手
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
、
水
曜

日
は
西
北
五
地
区
の
各
公
立
高

等
学
校
で
英
語
指
導
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

森
田
市
長
は
、「
二
十

一
世
紀

を
担
う
子
ど
も
達
に
生
き
た
、
 

正
し
い
英
語
を
教
え
、
国
際
感
 

覚
を
身
に
つ
け

さ
せ
て
く
だ
さ

ど
と

励
ま
す

と
、
ア
ン
ソ
ー
ー
 

ー
さ
ん
は
「
当
 

地
域
の
英
語
レ

ベ
ル
の
向
上
に

少
し
で
も
役
立

ち
た
い
」
 
と
意

欲
的
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
 
 

ス
卓
球
大
会
」
で
、
南
小
学
校
 

（
八
木
沢謙

一
校
長
・
児
童
数

五
百
十
二
人
）
が
大
活
躍
し
、
 

女
子

（
古川
史
子
さ
ん
、
斎
藤

五
月
さ
ん
、
福
田
真
智
子
さ
ん
、
 

工
藤
さ
く
ら
さ
ん
）
が
団
体
で

二
位
、
男
子

（
神
健
介さ
ん
、
 

渡
辺
将
人
さ
ん
、
大
橋
央
さ
ん
、
 

小
田
桐
幸
史
さ
ん
）
が
同
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
八
月
十
三
日
、
監

督
の
寺
田
昭
郎
教
諭
、
選
手
な

ど
が
市
役
所
を
訪
れ
吉
岡
助
役

に
入
賞
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
吉
岡
助
役
は
「
 

南
小
の
皆
さ
ん
、
良
く
頑
張
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
K
ポ
ー
ツ
と
勉
強
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
」
 
と
称
えま
し
た
。
 

八
月
十
日
か
ら
三
日
間
、
東

京
都
の
国
立
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
「
第
六
回
全
国
ホ
ー
プ
 

H
長
し

叫
樹
割
 

”
藤

、
 

右
富
×
 

列
x
左
 

鷲
町
 

備
高
牛

長
一
長

市
五
校

田
る
滝

森
え
黒
 

森田市長（右）にあいさつするアン、ノ
ニーさ人ノ（中央）左は佐々木五高校長 

福
祉
基
金
に
 

ご
寄
付
あ
り
が
ぐ
つ
ご
ざ
い
ま
す
 

〇
県
庁
生
協
組
合
五
所
川
原
支
 

ー
ト
の
益
金
 

店
（
平
山
勝
彦
代
表
）
三
万
 

o
総
合
結
婚
式
場
五
松
苑

（
北
 

円
ー
お
祭
り
広
場
で
の
売
上
 
村

栄
治
代
表
）
五
万
円
 
第
 

げ
の
一
部
 

一
一
回サ
マ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

o
五
所
川
原
音
楽
サ
ー
ク
ル

（
 
山

川
豊
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
売

葛
西
明
代
表
）
 一
万
二
千
五
 
上
げ

の
一
部
 

百
四
十
三
円
 
爆
発
コ
ン
サ
 

,
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9月加日は全国下水道促進デー 

「愛される町にしたいね下水道」 
＠下水道の役割は 

水は、地球の源といわれるほど大切なものてい

すが、生活排水が増えてきたため、その大切な

川、海、湖がだんだん汚染されてきています。 

ト下水道はどのような役割を果たすのでしょ う

①汚水を処理するので、蚊・ノ、ェなどの発生を 

防ぎ衛生的な生活環境をつく る 

②汲み取り便所から快適な水洗便所になる 

③家庭や工場、事務I折などの汚水を汚水処理場

で’き才1いにしてから川に流す 

私たちの生活力豊かになるにつれ、捨てら才1 

る汚水も増えてきます。 この汚れた水を集めて

きれいに処理し、衛生的な生活環境をつく り、 

保全するのが下水道の役割なのです。 

⑥水洗化工事は3年」lよ内に 

下水道の一番の目的は、皆さんのトイレを zk  

洗化して日ザlるく衛生的な文化生活を送っていた

！ごく ことにあります。 

下水道法では、下水道が供用開始されると 3 

年以内に汲み取り便戸斤や浄化槽式便所を水洗便

所に改造することを義務づけています。 

工事費用は家屋の状態、間取り、宅地の広さ

などによって異なりますが、標準世帯ではおよ

そ40万円ほどカ、かります。 

しかし、工事費用を一時に負担することが困

難な方には、市が30万円を限度に無利子の融資

をあっせんしますので、早めに水洗化されるよ

うお願いします。 

※下水道工事期間中は一騒音や交通規制などで’ 

市民の皆さんに大変不便をおかけしますが、 

住みよい街づく りのためご協力をお願いしま

す一 

管渠工事に ご 協力をノ 
市で、は、公」ギ下水道工事を施行しておリます 

が、 このたび次の箇所で方也工いたします。 

ンエ事場所 市内弥生町内 

ンエ事期間 第1：工区:1io月25日まで’ 

第 2エI又一10月一-12月（予定） 

※この間、一部通行止となる箇所もあり、車の 

通行や商店・歩行者の皆さノくノに大変ご不便を 

かけますが、公共事業をご理解いただき、事 

故等の防止にご協力をお願いします。 

盛岡文化財めぐり 
レ日時 9 月18日 （日） 6 日寺～ 20時 

＞見学箇所 啄木記念館、岩手県立博物館、盛

岡城跡、原敬記念館、橋本美休殖官、その他 

）集合場戸斤 五所川原中三前 午前 6 時出発

レ会費 6,200円（見学料、昼＝食等） 

ン申し込み先及び締切 

青森市大字松森字佃 青森県歴史の道整備促

進協議会事務局（か0177亘D1064番） へ 9 月13 

日 （火） までに申し込んでく ださい、 

文化講演会ー北奥文化研究会― 
）日日寺 9 月 8 日 （木）午後 6 時30分～ 9 時 

レ場所 市中央公民館 

レ演題 「庶民信仰の世界」 

講師 大橋英寿先生（東北大学教授） 

＞受講料 無米斗 

市民の皆さん、お誘い合わせてどうぞ。 

ミ〒三ミミ汁 ~～ミ〒三ミミ汁 

―部第は区 

	部第2 工区 

ルり『川原 	「―ー 

島災セ方ー I 	, 

‘ 	一 一 一  ， 

' 

終戦当時の引き揚げ者の方々へ

通貨・証券などをお返ししています 
, 

税関では、お預かりしている次の通貨・証券

などをお返ししています。 

●終単財麦、外地から引き揚げてこられた方が、 

上陸港の税関、海運局に預けられた通貨・証

券など 

●外地の集結地において総領事館などに預けら

れた証券などのうち、 日本に送り返されたも

の 

※返還の申し出は、 ご本人ばかりでなく、 ご家

族の方でも結構です。お心当たりの方は、上

陸港を所轄する税関または最寄りの税関へお

間い合わせく ださい。 

青森税関支署（青森市青柳 1丁目1一 1か 

01773)0780番) 
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広報ごしょがわら 

昭和64年歌会始のお題と 
詠進歌の詠進要領 

宮内庁 

くらしと趣味の教室 
勤労青少年ホーム 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

勤労青少年（15歳～30歳までの人） 

）受講料 無米斗 

）期間 9 月20日～12月 2 日 

ン受講時間 午後 6 時30分一～ 8 時30分 

レ申し込み締切 9 月17日 （土） まで’ 

＞申し込み先 勤労青少年ホーム（"Q)3602番） 

募集内容 

曜 H 教 室 名 定員 回数 内 	 容 

火
  

理
 
芸
 
道
 

料
 
陶
 
茶
  

15 10 和・洋・中華など 

12 10 焼物の基本 

10 10 お茶の基本（裏千家） 

水
  

エアロビクス 50 20 
	 やさしく踊れる基本 

社交ダンス 30 10 

木
  

生 け 花 15 10 小原流 

ボールペン字 10 10 実用ボールペン字 

着 	付 10 10 着こなしのポイント 

金 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

※エアロビクスは、前後期の募集はなく、 いつ

で’も自け1に入講で’きます （11月16日まで’) 

三井シンポジア・ 
トウモロウ五所川原開催 
講演とデ’ィ スカッションを通して文化的側面

からh柳或振興のあり方を探ります。 

レ日時 9 月19日 （月）午後 5 時30分～（開場

午後 5 時～ ) 

レ場所 市中央公民館 

レテーマ 「21世紀～5000日の変革～津軽半島

に生きる」 

レ内容 ①講演 

桐島洋子氏（言平論家） 

青木雨彦氏（コラムニスト） 

②パネルディ スカッション

＞申し込み ノ、ガギに住所、氏名、年齢、職業

電話番号を明記し、東奥日報社事業部 「三井

シンポ」 係（〒030青森市新町 2 丁目 2 の11) 

か、市総務部秘書企画課内 「津軽半島祭実行

委員会」（ラ＝037五所川原市字岩木町12）へ申

し込んでくノごさい。 350人に聴講券を送りま

す。 

ン締切日 9 月10日 （土）必着のこと。 

ン入場料 無米斗 

⑥主イ雀 五所川原市、青森三友会、東奥日報社 

ンお題 『日青』 	 ー 

ン詠進要領 （D 詠進歌は、 自作の歌で1人 1 

首とし、未発表のもの。② 用紙は、半紙（ 

和紙） とし、毛筆で自書してください。 

（③ 病気又は身体障害のため自書することが

できない場合は、他人が代筆しても差し支え

ありませんが、ft筆の場合には、別の紙に代

筆の理由、代筆者の住所と氏名を書いて詠進

歌に添えてく ノごさい。 なお盲人ク）人は、点字

で・言永進しても差し支えありません。④ 書式

は、半紙を横長に用い、右半分にお題と歌、 

左半分に郵便番号、住所、氏名（本名、ーS、り

がなつき）、生年月日、職業（なるべく具体

的に） を縦書きで書いてくノごさい。 （書式図

参照）無職の場合は、」』よ前職に就いたことが

ある場合は、なるべく元の職業を書いてくブご

さい。なお、主婦の場合は、単に 「主婦」 と

書いても差し支えありません。 

ン言永進の期間 9 月 1 日から10月11日まで’とし

郵送の場合は、10月11日まで’の消印を有効と

します。 

レあて先 〒100 東京都千琳こ日1区千一代田 1番 1 

号一 官内庁（封筒に 「詠進歌」 と書き添えて

く ノごさい。） 

（書 式 区】） 

（約33センチメ 

文化講演会 
川上裕之氏（元NHKチー 

フアナウンサー）をiIEえて 「 

子一どもの思い出は母親の笑顔

とことば」 と題して文化講演

会を開きますから多数ご参集

くノごさい。（入場は無料です） 

ン日時 9 月 6 日 （火） 

午後 6 時30分・～ 

N場所 市民文化会館 

(＠主催 市教育委員会、市連合PTA 

ト） 
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新受入図書 
市立図書館ー 

害 	名 苫 者 名 JI 	名 著 者 名 

II 本農業はi舌き残lI 
るカ・ 小倉 武 猫なで日記 

チ エ ルノプイ リか‘フ
ジLd 言 

1」
 
？‘

 
 

『
h
  

」
  

I」itt 舞っ 諸井 	彰 

神嘱の基礎知識 藤井 正雄 男l 森村 誠一 

貨弊発行 k 事典 大蔵財 務
調 査 会 汝天精の系譜 井村 君江 

ノス ト ラダムス暗号 
，年の謎 川尻 	徹 ひらけノ勝関矯 島田 荘司 

用地買収と補償 小高 	剛 化城の昭和史 与内 大吉 

繊維と防炎 「~本防 炎 
協 	会 駅に件っ人 夏樹 静子 

地I或開発と情報化事
典 

小野 介嗣 巨食’」詠7)明けない夜
日月lナ 桧本 佑子 

政治とは何か 後藤田正晴 かくれさと苫界行 隆 慶一郎 

当世商売往来 別役 	実 クロス・ロ―ド 桑原 一世 

ピ
 

ノ
 
戦
 
争
 
の
 
日
 

フ
本
 
イ
兵
 

 

J
 
レ
 

ア
P
 

フ
サ
 
オ
ン
 
ノ
ト
 

ス
  

春 燈 宮尾登美子 

jJかリやすい数のは
な L 須藤 真樹 凄愉圏 森村 誠ー 

校庭のかたすみから 保坂 展人 ナウのしくみ 泉 	麻人 

捕鯨船団女ドクタ一
南氷洋を行く 田村 京子 新サラリ一マン物語 沢野ひとし 

マイ八宝菜ライフ 張 	掌珠 「戦前」といっ時代 山本 夏彦 

すてきなあなたに 2 大僑 鎮子 奇諏草了 夢 枕 猿 

アワビがねじれてサ
サ仁工にな っノこ 奥井 一満 幸せを求めて●きる 『野 干代 

舶来事物起原事典 富田 	仁 私の赤い手帖から 二浦 綾子 

集まってfI た一しは 
」騒しいナ 延藤 安弘 胡

 
底
 

ヌ、チュアー 
ト ・ウ ソズ 

自動車点検整備教室受講生募集 
ー（社）青森県自動車整備振興会ー 

＞日時 9 月18日 （日）午後1日寺～ 4 時 

ン場所 県自動車整備振興会技科；i講習戸斤五戸斤」リ 

原分教室（市内姥庖字菖蒲1一 8) 

レ対象 自動車使用者（老若男女を間わず） レ対象 自動車使用者（老若男女を間わず） 

等 

銃剣道教室受講生募集 
―五所川原銃剣道協会― 

ン受講資格 市内の幼児、小・中学生男女 

＞期間 10月15日までの毎週水・土曜日午後 4 

日寺から 6 日寺まで・ 

レ場所 市民体育館（サーブ） 

＞受講料 無料 

ン申し込み 随時会場で受付けます 

※詳しいことは、高橋さん（市内田町費く図)2642 

番）へどうぞ。 

五所川原おやこ劇場 
会員募集 

子一どもに夢をノたく ましく豊かな創造性を．ノ 

未来をひらく知恵と勇気を．ノ 

レ参加資格 誰でも、いつでも入会できます。 

ン例会 毎月の会費で年 4 回、生の舞台を例会 

としてみます。 

ン自主活動 子ども達がのびのびと活動出来る 

ようにみんなで計画をたて、たのしい催しを 

します。 

レ会費 入会金100円、会費月800円（前納制） 

レ事務局 市内本町東奥日報社内（"@)2170番） 

＞申し込み先及z 混月い合わせ先 

ノ」、枝ィ言子一さスノ（若葉 1丁目か⑩5957番）又 

は琴内英子さノくノ（敷島田丁”@)3895番）へど 

うぞ’ 

⑥第2回準備例会ご案内 

＞日日寺 9 月16日 （金）午後 6 時30分～ 

＞場所 市民文化会館 

ン人形劇団クラルテ 

「工ミ ルと」架偵たち」 

第3回市民グラウンド・ゴルフ大会 
（常設コースオープン記念） 

気軽に楽しめるファミ 9 スポーツとして人 

気のあるグラウン ド・ゴルフの競技会を開催し 

ますので、市民多数のご参加をお願いします。 

ン日日寺 9 月15日 （祝日）午前 9 時～ 

）」易戸斤 南斗グラン ド（市役所裏） 

）参加対象 市民に限る （小・中学生も可） 

ン競技方法 6 人 1チームとする 

）参加半斗 1チーム 1,500円 

ン申し込み締七刀 9 月10日 （土）正午まで’ 

レ申し込み及びお問い合わせ先 

市教育委貝会社会教育課（"G)2111番内線 2 

5 0 番）へどうぞ。 

花菖蒲の会 
会員募集 

五所川原市花菖蒲の会連合会では、花菖蒲を 

通して明るい社会環境と、 より豊かな人間関係 

ーづく りのため広く会員を募集しております。 

レ加入資格 市内在住者（ 1団体 6 名以上） 

ン年会費 1人 5 00円（名簿を添えて） 

＞会の事業 苗の無償配布、研修旅行、花菖蒲 

祭、観賞会等 

レ申し込み先 市内元町56番地 山上（か②23 
88番）へご連絡くノござい。 

レ受講料 無1斗 

ン申し込み先 （社）青森県自動車整備振興会北 

五支音B(廿国）3169番） 

ン内容 運転前の点検方法、 タイヤ交換、冬期 

間の手入れ、不意のトラブルについての対策 



阿 部 医 院・冨田胃陽科内科医院

江 渡 医 院・永田小児科内科医院

兼平内科小児科医院・増 田 病 院 
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健生病院五所川原診療所、 

佐藤内科小児科医院」 
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みんなの健康教室 
レ日 日寺 9 月 1 6 日（金）午後 lI」寺 

ン場 所 市保健センター 

レ講 師 沢 日］ 幸 正 先生 

（白生会胃腸病院形成外科一弘、 

前大学形成外科助教授） 

＞テーマ 「熱傷について」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

レ
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時

所
師
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献血にご協力をノ 
今、病気や手術のために多くの人が血液を‘必 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深いご理解とご協力をお願いし ます 

期 	日 時
 
間
 

場 	所 

9 月 1 日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

市役所飯詰支所前 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

東北電工脚 
五所川原営業所前 

9 月10日 
（土） 

午前10時から 
午後 4 時まで 

五所川原消防署前 

9 月19日 

（月） 

午前10時から 
正午まで’ 

曲
農
 

→
】J
  

末
ー
 

婦
 
人
 
の
 
家
 
前
 

午後 1時30分から
午後 4 時まで 

NTT五所川原 
電報電話局前 

看護教室へのおさそい 
―看護協会北五地区支部ー 

＞日日寺 9 月16日 （金）午前10時から正午まで’ 

レ場所 市老人福祉センター 

N 受講資格 どなたでも受講できます 

＞テーマ 「豊かな老後をノ」 

ン内容 豊かな老後についてのお話 外 

レ受講料 無料一 
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三種混合（百日咳ジフテリア・破傷風） 

ワクチン接種 
予防接種は伝染病のまん延防止と感染予防の

ため行う もので弓。なかで’も百日咳は、乳児の

場合、致命率が高いので‘必ず受けましょ う。 

ン対象幼児 昭和59年10月 1 日から日召和63年 6 

月30日までに生まれた乳幼児。ただし生後48 

カ月を経過した乳幼児は接種できません。 

(II期分については、昨年 I 期終了した幼児

に限り48カ月以上でも接種できます。） 

ン申し込み方法 市衛生課窓口に母子手帳を持

参のうえおいでく ださい。 接種券を交付いた

します。 

ン申し込み期間 9 月12日から20日まーで（日日裾・

祭日は「余きます） 

レ接種方法 下記の医療機関に接種券と母子手

帳、間診票を持参してください。 

N接種（受付）時間 各医療機関の受イ寸時間は

午後 1時30分から 3 時まで’。 

＞接種期間 

」輸
”
『
 

 

ー
 

廿
v
 
 

1
 
回
 
目
 

 
10月12日（水）13日（木）14日（金） 

2 回目 11月16日（水）17日（木）18日（金） 

3 回目 12月14日（水）15日（木）16日（金） 

II 期 
I 期終了後12カ月から18カ月までの間に接
種してください。 

ン」妾手重料金 無米斗 

＞お問い合わせ先 市衛生課（"G)2111番内線 

2 7 2 番）へどうぞ。 

実施医療機関 
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